広剣連第４２０号
令和２年３月２５日
各地区剣道連盟会長　　様

一般財団法人　広島県剣道連盟
会長　　　林　　正夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
第７５回国民体育大会成年男子・女子広島県予選会兼
第６７回中国五県剣道大会男子・女子予選会について

（再通知）

　標記のことにつきまして、令和２年度事業計画（案）に基づき開催の案内をいたしましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止策により開催日を５月３１日(日)に延期することとなりました。各会員及び傘下剣連に周知徹底され、多数参加されますようお願いします。
別添実施要項熟読のうえ、申込書に参加料（傷害保険料を含む）添えて、広剣連事務局へお申し込みください。「ふるさと選手」として予選会に参加される方も、同様に手続きをお願いします。なお、すでに申し込みをされておられる方は再度申し込みの必要はありませんが、不参加の方は、必ずその旨ご連絡をお願いします。参加費につきましては所属地区剣道連盟にご返金いたします。
※男子・女子の部大将につきましては、予選は行わず公認資格者（監督資格：公認スポーツ指導者）の中より県剣道連盟推薦者となっておりましたが、国体監督は、「先鋒～大将」に1名の有資格者がいれば監督として認められます。
本県も資格者が多人数となってまいりましたので、予選会によりチーム内に監督資格者が入った場合、その方を監督とします。なお、資格者が入らなかった場合は、別途予選会出場者（有資格者の大将）の中より剣道連盟推薦により指名いたします。
以上

　　　　　　　　
　　　　　　第７５回国民体育大会成年男子・女子広島県予選会および
第６７回中国五県剣道大会男子・女子予選会実施要項

1． 期　　日

　　　　令和２年５月３１日（日）午前１０時００分開会

2． 会　　場

　　　　広島市佐伯区スポーツセンター　湯来体育館
　　　　　（広島市佐伯区湯来町白砂１２１５－１　℡０８２９－４０－５１００）

3． 出場資格及び監督について
　　①（一財）広島県剣道連盟成年男女会員であること。
    　 ※令和２年度会費を各地区剣道連盟指定期日までに納入してください。

　　②　選手の段位及び職業は、制限しない。
　　③　監督は、先鋒～大将の選手で(公財)日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認剣道指導員、公認剣道上級指導員のいずれかの資格を有する者とする。(資格保持者は、申込書に番号・有効期限を記入すること)
　　④　先鋒～大将の選手決定者の中に③に定める選手がいなかった場合は、大将の部参加者で③の資格者の上位者より別途協議の上、大将(監督)に指名する。
　　　　※大将に資格者がいなかった場合、副将(女子は中堅)の中より指名する。

　　⑤　成年男子の年齢基準
　　先　鋒　　平成  ７年４月２日以降～平成１４年４月１日までに生まれた者。
　　次　鋒　　昭和６０年４月２日以降～平成  ７年４月１日までに生まれた者。

　　中　堅　　昭和５０年４月２日以降～昭和６０年４月１日までに生まれた者。

　　副　将　　昭和４０年４月２日以降～昭和５０年４月１日までに生まれた者。

　　大　将　　昭和４０年４月１日以前に生まれた者。

⑥　成年女子の年齢基準
先　鋒　　平成　２年４月２日以降～平成１４年４月１日までに生まれた者。

　　　 中　堅　　昭和５５年４月２日以降～平成　２年４月１日までに生まれた者。
　　　 大　将　　昭和５５年４月１日以前に生まれた者。

4． 試合方法及び注意事項

１　試合は、全日本剣道連盟試合及び審判規則・審判細則並びに本大会実施要項による。

２　試合方法は、原則としてトーナメント方式により実施する。ただし、出場者の人数によっては、リーグ方式を行う場合がある。

３　試合は、３本勝負とし、試合時間は男女とも５分とする。試合時間内に勝敗が決しない場合は、１本勝負の延長戦を行い、試合時間を区切らず勝負の決するまで行う。
　　　なお、各部門における２・３位の選手にあっては、将来の選手候補者として強化訓練などに参加するものとする。

４　第６７回中国五県剣道大会男子・女子の部については、予選会が延期になった関係上連盟にてこれまでの成績等を考慮し協議の上決定する。
　　
　５．　出場選手の申込み等

　　　　別紙「第７５回国民体育大会県予選会および第６７回中国五県剣道大会予選

会」申込書により各地区剣連は傘下剣連を取りまとめ参加料１人１，１００円
（傷害保険料を含む）を添えて広剣連事務局に、下記期限までに申込みして下さい。

※公認資格保持者は、番号・有効期限を必ず記入してください。
　　　　　　　     令和２年　　月　　日（　） 地区剣連締切
令和２年　５月　８日（金） 広剣連締切
　６．安全対策
　　　　〇参加選手は、各自健康管理に留意して大会に出場すること。
　　　　〇大会中傷害発生の場合は、病院等で治療を受けられるよう手配(治療費は本人負担)し、広島県剣道連盟が契約する傷害保険で対応する。
　７．竹刀の計量、検査
　　　　〇竹刀の計量、検査は大会当日必ず受けること。
　　　　　＊長さ、重さ、太さは全日本剣道連盟規程のとおり。
　　　 〇検査を受けていない竹刀を使用した場合失格とする。

８．　その他

　　　　〇 名札は垂中央に黒または紺色に白で所属地区名又は傘下地区名(横書き)、姓(縦書き)を明記した布製を必ずつけること。ただし、大学生に関しては、大学名の名札を認める。
　　　○試合者の目印（赤・白）は各自持参してください。

　　　　○申込後、自己都合で欠席の場合、参加料（保険料を含む）はお返しできませんのでご承知おき下さい。　　　　　　　　
　　　　※　出場部門・年齢等間違えての申し込みが多々あります。確認のうえ申し込みをしてください。当日の変更はいたしません。申込者の責任といたします。
以上
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